
『簡易リスク診断シート』で、お客さまに応じたおすすめプランをわかりやすくご提案

ニッセイ同和損害保険株式会社（社長：立山 一郎）は、財物損害・休業損失・賠償責任な
ど事業活動に伴うさまざまなリスクを一つの契約でまとめて補償できる、事業者向け総合補

償型商品『ビジネスぴたっと』（事業安心総合保険）を中小企業分野の火災保険主力商品とし

て、平成２０年１０月１日より発売します。

【ホームページアドレス（１０月１日登載予定）：http://www.nissaydowa.co.jp/corporation/cc0085.html】

当社では、「全てはお客さまからの信頼回復のために」を経営スローガンに、募集から支払

に至るまでの全ての業務をお客さま視点で抜本的に見直すなか、商品面においては複雑化し

た商品の整理・統合・簡素化に取り組んでおります。

既に住宅分野の火災保険では、住宅火災保険、住宅総合保険の売り止めに着手し、『ホーム

ぴたっと』への一本化を図っておりますが、今般、中小企業分野においても、従来のビジネ

スプラス、ビジネス総合保険を売り止め、商品簡素化に対応した『ビジネスぴたっと』への

統合を図ることとしました。

また、現在のご加入内容とおすすめプランの補償内容や保険料の比較をビジュアルにご確

認いただける『簡易リスク診断シート』を新規開発し、お客さまに『ビジネスぴたっと』の

補償内容をわかりやすくご提案いたします。

１．『ビジネスぴたっと』の特長

事業活動に伴う財物損害、休業損失、賠償責任の補償を

一つの契約に一本化することができます。

また、お客さまのニーズに応じて、財物損害、休業損失の

補償をセレクトしてご契約することや、財物損害の水災を

不担保にするなどの補償内容を限定したご契約もできます。

事業者向け総合補償型商品

（事業安心総合保険）の新発売

ポイント１　総合補償もシンプル補償もぴたっと設計！

平成２０年９月１１日



風災によるわずかな損害に対しても、補償が広がりました！

※損害額が免責金額（3千円または3万円）を超える場合に、免責金額を差し引いてお支払いします。

水災被害に対して、補償が広がりました！

（注１）上記は、水災により地盤面より45cmを超える浸水が生じた場合の補償額の比較です。

（注２）風災・水災ともに、従来の店舗総合保険の補償内容で、ご加入いただくことも可能です。

木造建物の基本料率を一本化したほか、設備・什器等、商品・製品等を全国２区分に集約し、

料率体系を大幅に簡素化しました。また、総合補償型商品として契約を一本化することによ

り、保険料の合理化を実現しています。さらに確認方法が煩雑な割引を廃止し、契約形態に

合わせた適用漏れのない割引として、条項セット割引・構内包括契約割引・長期年払割引の

３種類の割引を新設しています。

割引名 割引条件・割引率

○財物損害＋休業損失の場合 ○物損害＋休業損失＋賠償責任の場合

条項セット割引
　休業損失の保険料２０％割引

　休業損失の保険料２０％割引

　財物損害の保険料２.５％割引
○「構内包括契約に関する特約」※を付帯した場合

構内包括契約割引 　財物損害の保険料１０％割引

　※建物の保険金額を再調達価額で設定し、構内にある建物をまとめて補償する特約

○２年または３年の長期年払契約でご契約の場合
長期年払割引

　財物損害の保険料３％割引

２．簡易リスク診断シートの特長

今回新たに開発した簡易リスク診断シートでは、お客さまからの業種、建物の所有形態、年

間売上高などの簡単なヒアリング項目に基づいて、現在の補償内容と備えるべき補償をビジ

ュアルに把握することができます。（別紙２参照）

さらに当社では、補償内容をビジュアルに確認できる「ビジュアル証券」や、既存の店舗総

合保険や店舗休業保険にご加入のお客さまに『ビジネスぴたっと』をご提案する「更改おす

すめ企画書」、『ビジネスぴたっと』の商品内容をわかりやすくお伝えする動画ツール「PRア
シストくん」を作成し、お客さまが真に必要な補償をご納得の上でご加入いただけるよう、

商品内容の見直しだけでなく、募集に関わるツールのわかりやすさの向上に努めております。

ポイント２　充実の補償！

ポイント３　ご納得の保険料！

例えばこんな災害にあった場合例えばこんな災害にあった場合
従来の店舗総合保険では

損害額の全額は補償されません。

建物の補償額
 （損害額×70％）
設備什器・商品の補償額
 （保険金額×5％）

損害額を全額補償します！
建物・設備什器・商品の補償額
 （損害額×100％）
ただし、保険金額を限度

集中豪雨による水害で店舗が
床上浸水になり、建物・設備什器・
商品が水浸しになった！

なら！

台風により建物の一部が飛ば
された！

従来の店舗総合保険では

１事故20万円未満の損害は
補償されません 20万円未満の小額損害も

補償します！※

なら！例えばこんな災害にあった場合例えばこんな災害にあった場合



『ビジネスぴたっと』の販売パターン・補償内容

◆事業活動を取り巻くさまざまなリスクをニーズに応じて「ぴたっと」サポート！

＜販売パターン・補償内容＞

基本補償 販売パターン 補償内容

①財物損害の補償
従来の店舗総合保険と比較して、風災、水災、

破損・汚損事故の補償を充実

②休業損失の補償

①または②のいずれかを必ず

付帯する。（①＋②の契約も可

能）
従来の店舗休業保険と比較して、破損・汚損

事故や取引先の事故による損失も補償

③賠償責任の補償
任意付帯（業種により引受対

象が異なります。）

施設賠償責任、生産物賠償責任、受託者賠

償責任を補償

④費用保険金

財物損害・賠償責任の各費用

保険金は①・③に自動付帯。

営業継続費用は任意付帯

財物は、災害時諸費用保険金・地震火災費用

保険金の２種類にシンプル化

賠償は見舞金などの初期対応費用や訴訟対

応費用などに対応

＜ビジネスぴたっと保険料例＞

東京都中央区、料理飲食店（レストラン）、建物自社所有、鉄骨モルタル塗（２級構造）、

対象面積１００㎡、年間売上高５，０００万円

補償内容
保険料

（保険期間１年、一時払）

保険料
（保険期間３年、長期年払）

※各年の保険料
財物損害の補償
　建物 保険金額：２，０００万円
　設備・什器等 保険金額：８００万円
　
　構内包括契約特約あり
　設備・什器等新価実損払特約あり
　災害時諸費用 500 万円
　風災等免責 3 千円

　７３，４００円 　７１，０８０円

休業損失の補償
　保険金額（日額）：１０万円
　約定復旧期間：３か月
　食中毒休業損失担保特約あり

　３０，５６０円 　３０，５６０円

賠償責任の補償
　施設賠償責任、生産物賠償責任
　支払限度額：１億円

　２６，６００円 　２６，６００円

その他の補償
　営業継続費用　支払限度額：３００万円
　防犯対策費用

　　５，５００円 　　５，５００円

合計 １３６，０６０円
１３３，７４０円

（３年間合計：４０１，２２０円）

＜（参考）ビジネスプラス*の保険料例＞
東京都中央区、料理飲食店（レストラン）、鉄骨モルタル塗（２級構造）、保険期間１年、一時払

補償内容 保険料

　建物 保険金額：２，０００万円
　設備・什器等 保険金額：８００万円

　価額協定特約あり
　水災危険拡充担保特約あり
　免責金額特約（風ひょう雪災 3 千円）あり
　その他危険担保特約あり

　７６，６４０円

＊店舗総合保険に特約を付帯し、風災、水災、破損・汚損事故を拡大した商品です。（売り止め）

※上記の保険料水準は、いずれも建物の所在地、建物の構造、保険金額の設定により異なります。
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＜「簡易リスク診断シート」のイメージ＞

「簡易リスク診断シート」では、お客さまからの簡単なヒアリング項目に基づいて、現在のご加入内容と

『ビジネスぴたっと』でご加入した場合の補償内容・保険料の比較をイラストと○×表示でお客さまにわか

りやすく、ご案内します。

[災害時諸費用：５００万円]　[風災等支払方法：免責３千円]

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○※ ○ × ○

－ ○ × ×

－ ○ × ×

－ － × × × ○ × ○ × ○ ○ ◎ × ×

【特約】 【割増引】

※上記の補償内容の詳細は、別途、見積書をご覧ください。

盗難による盗取・き損・汚損
（商品・製品等は対象外）

保険種類：ビジネスぴたっと　保険期間：１年　払込方法：一時払
[232　：　料理飲食店（イ）（喫茶店、食堂、料理屋、割ぽう、料亭、レストラン、ビヤホール等）]　
[所在地：東京都]　[建物の構造：２級・専用店舗]　[面積：100.00㎡]

通貨・預貯金証書の盗難
（※設備・什器等を補償する場合）

破損・汚損事故など

保険料：136,060円

保険種類：店舗総合保険
借家人賠償特約なし
休損・賠償：店舗休業　
保険料：90,200円

平成20年9月2日

現在のご加入内容 ビジネスぴたっと

お客さまよりヒアリングいたしました項目にもとづき、おすすめプランを提示します。イラスト下の○×は左が現在の補償有無、右がビジネスぴたっとの補償有無となります。

業種別リスク診断書ニッセイ同和商事株式会社　様
取扱代理店：ニッセイ同和代理店

火災、落雷、破裂・爆発 風災・ひょう災・雪災
物体の落下、水濡れ、

騒じょう
水災

施設の賠償責任
＜業務遂行に伴う賠償＞

財物の電気的・機械的事故

ソフトウェアなどの
情報メディア損害

借家人の賠償責任
＜テナント入居者の賠償＞

受託物の賠償責任
＜受託物に伴う賠償＞

生産物の賠償責任
＜生産・販売に伴う賠償＞

火災、爆発、水災など
による休業補償

営業継続費用
＜事故時の仮店舗費用等＞

構内包括契約割引　職業割増　条項セット割引（財物＋休損＋賠償）構内包括契約に関する特約　設備・什器等新価実損払特約　食中毒休業損失担保特約　防犯対策費用担保特約

商品・製品等の盗難

防犯対策費用
＜盗難事故等の再発防止＞

食中毒による休業補償

財物事故リスク
建物   20,000千円
設備    8,000千円

事業継続リスクその他のリスク

賠償リスク リスク診断書
総(共通)支払限度額
1億円

保険金額(日額)  100千円
約定復旧期間  ３ヶ月

＜支払限度額 300万円＞＜支払限度額 10万円＞
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